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問
　
国
の
負
担
金
が
減
少
し

て
い
る
こ
と
が
国
保
財
政
を
厳

し
く
し
て
い
る
。
担
当
者
と
し

て
の
考
え
は
。

　
住
民
生
活
課
　
　
年
度
の
国

１８

の
負
担
金
は
　
年
度
と
比
較
し

１７

て
７
３
０
０
万
円
、
率
で
７
・

国
民
健
康
保
険

財
政
維
持
の
考
え

３
％
の
減
と
な
っ
た
。
こ
れ
に

よ
り
町
の
持
ち
出
し
が
増
え
る

結
果
と
な
っ
た
。
医
療
費
を
抑

制
す
る
た
め
、
健
康
づ
く
り
に

取
り
組
ん
で
い
か
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。

　
問
　
来
年
度
か
ら
後
期
高
齢

者
医
療
制
度
が
始
ま
る
。
国
で

は
　
歳
以
上
の
保
険
料
を
年
金

７５
か
ら
天
引
き
す
る
考
え
の
よ
う

だ
が
、
ど
う
な
っ
て
い
る
か
。

　
住
民
生
活
課
　
後
期
高
齢
者

医
療
保
険
料
の
公
的
年
金
受
給

者
か
ら
の
天
引
き
は
、
平
成
　２０

年
度
か
ら
予
定
さ
れ
て
い
る
。

　
問
　
介
護
認
定
審
査
委
員
会

の
メ
ン
バ
ー
は
。

　
保
健
福
祉
課
　
任
期
は
２
年

で
本
町
の
割
り
当
て
は
４
人
。

本
年
度
は
内
科
の
医
師
、
町
の

保
健
師
、
社
協
、
施
設
か
ら
選

出
さ
れ
る
。

　
介
護
認
定
は
、
平
成
　
年
の

１８

制
度
改
正
に
よ
り
新
規
分
は
町

で
行
う
。
再
認
定
に
つ
い
て
は
、

今
ま
で
通
り
民
間
で
行
う
こ
と

に
な
る
。

 　
問
　
要
介
護
者
の
増
加
を
抑

え
る
た
め
、
保
健
師
は
ど
の
よ

う
な
指
導
を
し
て
い
る
か
。

　
保
健
福
祉
課
　
循
環
器
検
診

の
際
、　

歳
以
上
の
人
を
対
象

６５

に
実
施
す
る「
生
活
機
能
評
価
」

を
基
に
特
定
高
齢
者
を
選
定
し
、

そ
の
人
達
を
対
象
に
介
護
予
防

教
室
を
実
施
し
て
い
る
。

 　
問
　
豊
間
根
地
区
の
水
道
管

の
布
設
替
え
事
業
に
よ
り
、
豊

間
根
簡
易
水
道
の
有
収
率
は
ど

の
よ
う
に
変
化
し
た
か
。

　
水
道
事
業
所
　
豊
間
根
地
区

の
水
道
管
布
設
替
え
は
、
平
成

　
年
度
か
ら
始
め
て
お
り
、　

１３

２２

年
度
ま
で
の
予
定
。
現
在
、
９

５
０
０
ｍ
の
内
４
９
８
０
ｍ
が

完
了
し
た
。
有
収
率
は
４
～
５

要
介
護
者
の
増
加
抑
制

の
た
め
保
健
師
の
指
導

豊
間
根
地
区
水
道
管
布

設
替
え
に
よ
る
有
収
率
は

％
上
昇
し
て
お
り
、
１
日
当
た

り
　
ｔ
の
漏
水
を
防
止
で
き
た
。

２４
　
こ
れ
か
ら
の
整
備
で
更
に
３

％
ぐ
ら
い
上
が
る
と
予
想
し
て

い
る
。

　
問
　
有
収
率
を
上
げ
る
た
め
、

今
後
ど
の
よ
う
な
努
力
を
す
る

か
。
　
水
道
事
業
所
　
布
設
替
え
に

よ
り
本
管
を
強
く
し
た
結
果
、

枝
管
の
弱
い
と
こ
ろ
か
ら
漏
水

す
る
状
況
が
あ
り
、
減
圧
弁
を

入
れ
る
な
ど
対
策
を
考
え
て
い

る
。
ま
た
、
漏
水
が
発
生
し
や

す
い
所
は
材
質
の
強
い
管
に
入

れ
替
え
る
な
ど
有
収
率
の
向
上

に
努
め
る
。

 　
問
　
決
算
で
２
４
０
０
万
円

の
利
益
剰
余
金
を
計
上
し
て
い

る
。
水
道
料
金
を
下
げ
る
こ
と

が
で
き
な
い
か
。

　
水
道
事
業
所
　
今
の
洗
濯
機

や
水
洗
ト
イ
レ
な
ど
の
器
具
は

節
水
型
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、

各
家
庭
で
節
水
に
努
め
て
お
り

水
の
需
要
は
減
っ
て
い
る
。

　
あ
る
程
度
の
剰
余
金
が
な
い

と
緊
急
の
災
害
に
も
対
応
す
る

こ
と
が
で
き
な
い
。
現
在
の
経

営
を
維
持
す
る
た
め
に
は
値
下

げ
は
考
え
ら
れ
な
い
。

水
道
料
金
を
値
下
げ

す
る
考
え
が
な
い
か

豊間根地区の水道管布設替え事業は、平成２２
年度まで行われます

特別
会計

■決算特別委員会

参 考

有　収　率
(％)

年間有収水量
(ｍ3)

年間配水量
(ｍ3)

普　及　率
(％）

給 水 人 口
(人)

区域内人口
(人)

施設名

75.12175,034233,00377.662,4653,174豊　間　根

87.0213,03614,98072.30214296馬　指　野

87.0170,36680,87197.14849874大　　　浦

89.986,5177,24392.66101109小　谷　鳥

78.83264,953336,09781.503,6294,453合　計

簡易水道施設の状況 ことば…有収率とは
　給水した水量のうち
水道料金として徴収対
象となった水量を給水
量で除して率（％）で
表したもの。収入とな
る水量の割合。




